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クク
ロロ
スス
パパ
ルル
高高
槻槻

１１
月月

日日
休休
館館

妊妊
娠娠
・・
育育
休休
トト
ララ
ブブ
ルル

無無
料料
電電
話話
相相
談談

富富
田田
公公
民民
館館
ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

今今
城城
塚塚
公公
民民
館館
ここ
どど
もも
まま
つつ
りり

北北
清清
水水
公公
民民
館館

ググ
ルル
ーー
ププ
活活
動動
発発
表表
会会

朝朝
市市

高高
槻槻
市市
民民
寄寄
席席

ララ
ンン
チチ
タタ
イイ
ムム
・・

ロロ
ビビ
ーー
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

大大
人人
のの
たた
めめ
のの
朗朗
読読
会会

男男
性性
料料
理理
教教
室室

簡簡
単単
でで
おお
いい

しし
いい
おお
もも
てて
なな
しし
料料
理理

応応
急急
手手
当当
講講
習習
会会

（（
普普
通通
救救
命命
講講
習習

））

親親
子子
ママ
ジジ
ッッ
クク
教教
室室

身身
近近
なな

物物
でで
でで
きき
るる
ママ
ジジ
ッッ
クク
にに
挑挑
戦戦

高高
槻槻
支支
援援
学学
校校
作作
品品
展展

世世界界をを旅旅ししてて
異異文文化化にに飛飛びび込込ももうう

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

展展示示ホホーールル

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

申申
込込
方方
法法

子子 育育 てて 支支 援援

総総
合合
スス
ポポ
ーー
ツツ
セセ
ンン
タタ
ーー
・・

古古
曽曽
部部
防防
災災
公公
園園
体体
育育
館館

２２
月月
のの
個個
人人
利利
用用

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

撮
影
協
力

関
西
大
学
体
育
会
馬
術
部

撮
影
協
力

関
西
大
学
体
育
会
馬
術
部

昨年の成人祭

新年明けましておめでとうございます。市民の皆さま

に、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

昨年は、 年のオリンピック・パラリンピックの東

京開催が決定するなど、明るいニュースがあった一方、

日本国内はもとより、海外でも猛威をふるった台風によ

る自然災害の多発が印象に残る一年でした。

さて、市議会においては、昨年３月に 議会あり方検

討会 から、議会放映など議会の見える化や議員定数を

はじめ、議会活動の活性化などについての最終報告を受

けました。これをもとに、今後、市民の皆さまに開かれ

た議会となるよう、さらなる改革を進めるとともに、よ

り住みよい高槻市にするた

め、全力で取り組む所存です。

今後とも、市議会活動に対し、

ご理解・ご協力をお願い申し

上げます。

結びに、皆さまにとって、

本年が幸多き一年であります

ようお祈り申し上げ、新年の

ごあいさつといたします。

明けましておめでとうございます。

昨年は、市制施行 周年を節目に 伝統と飛躍 をキ

ーワードに挙げ、先人の英知と努力で築かれた歴史や文

化を再確認するとともに、子育て・教育環境の向上や、

定住人口の増加に向けたシティプロモーションの推進な

ど、将来を見据えた施策を積極的に展開いたしました。

本年は、私にとって任期の最終年度にあたり、より一

層スピード感をもって、行財政改革や重点施策の着実な

実施に努めてまいります。

本市では、将来の発展基盤となる新名神高速道路や（仮

称）安満遺跡公園の整備、 高槻駅のホーム拡充など

のプロジェクトが進行してい

ます。今後も地域防災力の向

上をはじめ、医療・福祉の充

実など、市民生活の安全・安

心の確保に万全を期し、 住

みやすさナンバーワン のま

ちづくりにまい進してまいり

ますので、皆さまのご理解と

ご協力をお願い申し上げま

す。

１
月

日

に

新
成
人
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。第
１

部
は
式
典
、
第
２
部
は
イ
ベ
ン

ト

成
人
祭

を
実
施
。式
典
参

列
者
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま

す
が
、
第
２
部
の
会
場
で
式
典

の
中
継
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

日
時

１
月

日

午
前

時

正
午

※
無
料
。当
日
直
接
、

会
場
へ

会
場

高
槻
現
代
劇
場

内
容

第
１
部

式
典

第
２

部

イ
ベ
ン
ト

成
人
祭
（
祝

賀
演
奏
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
）

対
象

平
成
５
年
４
月
２
日

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

問
合
先

地
域
教
育
青
少
年
課

（

・
７
６
４
８
）

会
場
は

会
場
は

高
槻
現
代
劇
場

高
槻
現
代
劇
場

新成人のつどい２・３面 対談 河

田関西大学教授×

濱田市長 世代超

え地域で防災

４ 面 お知らせ、

催し、公民館など

広報たかつきは、市ホーム
ページでご覧いただけます
広報たかつきは、市ホーム
ページでご覧いただけます
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地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
時
と
し
て
、
想
像
を
超

え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
昨
年

月
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
、
大
地
震
へ
の
備
え
の
あ
り
方
な

ど
、
大
規
模
災
害
へ
の
関
心
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て
今
号
で
は
、
災
害
研
究
の

第
一
人
者
、
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
河
田
惠

昭
教
授
と
濱
田
剛
史
市
長
が
、
減
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
時
と
し
て
、
想
像
を
超

え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
昨
年

月
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
、
大
地
震
へ
の
備
え
の
あ
り
方
な

ど
、
大
規
模
災
害
へ
の
関
心
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

平
成

年
の
始
ま
り
に
あ
た
っ
て
今
号
で
は
、
災
害
研
究
の

第
一
人
者
、
関
西
大
学
社
会
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
河
田
惠

昭
教
授
と
濱
田
剛
史
市
長
が
、
減
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

関西大学教授

高槻市長

関西大学教授

高槻市長

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

市
長

今
後

年
以
内
に
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
す

る
確
率
は

％
以
上
と
国
が
発

表
し
ま
し
た
。
西
日
本
を
中
心

に
、
東
日
本
大
震
災
を
超
え
る

甚
大
な
被
害
が
出
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
河
田
教
授
は
国
や

府
の
検
討
会
で
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
対
策
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
ね
。

河
田

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

１
の
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、

府
内
の
死
者
は

・
３
万
人
、

高
槻
で
は
死
者

人
と
い
う
想

定
で
す
。
し
か
し
、
南
海
ト
ラ

フ
の
前
後
に
は
、
近
隣
の
活
断

層
が
動
く
直
下
型
地
震
が
起
こ

る
確
率
も
上
が
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
被
害
が
拡
大
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

市
長

高
槻
で
最
も
被
害
が

大
き
い
の
は
、
有
馬
高
槻
断
層

帯
が
動
い
た
場
合
に
起
こ
る
直

下
型
地
震
で
、
千
人
以
上
の
死

者
が
出
る
と
い
う
想
定
で
す
。

河
田

近
畿
地
方
に
は
、
有

馬
高
槻
断
層
帯
を
含
め
大
き
な

活
断
層
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
断
層
ど
れ
も
が
動
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
も
活
断
層
が
動
く
直

下
型
地
震
も
、
い
つ
起
こ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

濱田剛史市長濱田剛史市長

南
海
ト
ラ
フ
発
災
時
に
は
食
料
が
不
足

市
長

高
槻
で
は
、
直
接
的

な
被
害
は
直
下
型
地
震
の
方
が

大
き
い
想
定
で
す
が
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
で
は
ど

の
よ
う
な
問
題
が
出
て
く
る
の

で
し
ょ
う
か
。

河
田

高
槻
で
最
初
に
起
こ

る
問
題
は
食
料
不
足
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら

３
日
分
の
家
庭
内
備
蓄
が
必

要

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１

週
間
分
以
上
の
備
蓄
が
必
要
で

す
。
今
は
賞
味
期
限
を
気
に
す

る
消
費
者
の
傾
向
か
ら
、
コ
ン

ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
流
通
在
庫
が
少
な
い
。
そ
の

た
め
、
４
日
目
か
ら
も
物
資
が

届
か
な
い
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長

近
隣
の
自
治
体
も
同

じ
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
市
や
各
地
域

の
備
蓄
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

し
、
基
本
は
各
家
庭
で
備
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

河
田

例
え
ば
、
１
週
間
分

の
食
材
を
買
っ
て
き
て
、
土
・

日
曜
日
に
全
部
作
っ
て
冷
凍
庫

に
入
れ
て
お
く
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
備
蓄
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
お
歳
暮
に

贈
ら
れ
た

よ
う
か
ん

な
ど

を
す
ぐ
に
食
べ
ず
、
日
持
ち
の

す
る
も
の
は
少
し
ス
ト
ッ
ク
し

て
お
く
と
い
う
こ
と
も
良
い
ア

イ
デ
ア
で
す
。

市
長

地
震
自
体
に
対
し
て

は
、
ど
ん
な
備
え
が
必
要
で
し

ょ
う
か
？

河
田

ど
ん
な
地
震
で
も
家

具
を
固
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、

倒
れ
て
き
て
下
敷
き
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
二

次
災
害
と
し
て
火
災
が
起
こ
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
備
蓄
の

用
意
と
併
せ
て
、
家
の
中
の
安

全
チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
お
き
た
い

で
す
ね
。

日
頃
か
ら
家
庭
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

市
長

市
は
昨
年
、

た
か

つ
き
防
災
ノ
ー
ト

を
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
避

難
経
路
な
ど
を
考
え
な
が
ら
記

入
し
て
い
く
こ
と
で
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
防
災
ノ
ー
ト
を
作
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

河
田

自
分
で
で
き
る
こ
と

は
全
部
自
分
で
や
る
と
い
う
の

が
大
原
則
で
す
。

市
長

防
災
ノ
ー
ト
は
、
５

万
部
増
刷
し
、危
機
管
理
室（
市

役
所
本
館
４
階
）
や
各
支
所
で

配
布
す
る
ほ
か
、
小
・
中
学
校

で
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
配

り
ま
す
。

河
田

子
ど
も
だ
け
で
完
成

さ
せ
る
の
は
難
し
い
か
ら
、
親

も
手
伝
う
と
、
家
庭
で
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
ね
。

市
長

家
族
間
で
の
連
絡
体

制
な
ど
も
、
相
談
し
て
お
い
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

河
田

そ
う
で
す
ね
。
職
場

や
学
校
は
１
日
の
８
時
間
を
過

ご
す
場
所
だ
と
考
え
る
と
、
日

常
か
ら
準
備
が
必
要
で
す
。
私

は
常
に
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
飲
み
水
、
パ

ソ
コ
ン
な
ど
複
数
の
情
報
取
得

の
手
段
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

市
長

職
場
や
学
校
に
居
る

と
き
に
大
規
模
地
震
が
起
こ
っ

た
ら
、
家
族
の
不
安
も
大
き
い

で
し
ょ
う
。

河
田

家
族
で
一
日
の
予
定

を
共
有
し
て
お
き
た
い
で
す

ね
。

今
夜
は
宴
会
が
あ
る

な
ど
例
外
的
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ち
ゃ
ん
と
家
族
に
伝
え
て

お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
災
害
時

に
は
、
電
話
・
メ
ー
ル
以
外
の

連
絡
手
段
も
使
え
る
よ
う
に
し

て
お
き
た
い
で
す
ね
。
災
害
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
毎
月
１
日
・

日
に
は
体
験
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。

市
長

高
齢
の
人
か
ら
は
情

報
機
器
の
使
い
方
が
よ
く
分
か

ら
な
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

河
田

お
孫
さ
ん
や
お
子
さ

ん
、
近
所
の
人
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
が
大
切
で
す
。

市
長

防
災
ノ
ー
ト
の
作
成

と
合
わ
せ
て
、
避
難
先
や
連
絡

先
、連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

東
日
本
大
震
災
で
知
っ
た

共
助

の
大
切
さ

市
長

東
日
本
大
震
災
で
、

地
域
の
絆
の
大
切
さ
が
再
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

河
田

助
け
合
い
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
話
が
あ
り
ま

す
。
宮
城
県
の
あ
る
市
で
地
震

の
後
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
ま
し
た
。
直
後
に
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
、
地
域
の
人
が

歳

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
避
難
に
誘

い
に
行
っ
た
。
し
か
し
指
定
避

難
所
ま
で
は

あ
っ
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は

そ
ん
な
と
こ

ろ
ま
で
歩
け
な
い
、
先
に
行
っ

て

と
言
っ
た
。
そ
の
地
区
で

津
波
が
き
た
の
は
、
地
震
の

分
後
。
し
か
し
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
逃
げ
切
れ
な
か
っ
た
。
ま

ず
私
が
考
え
た
の
は
、
そ
こ
に

車
い
す
が
あ
っ
た
ら
助
か
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

市
長

足
の
悪
い
人
が
一
人

で
す
ば
や
く
避
難
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
避
難
困
難
者
へ
の
救

済
策
は
必
要
で
す
。

河
田

そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
子
ど
も
た
ち
が
車
い
す
を
贈

っ
て
い
た
ら
、
だ
れ
か
押
し
て

く
れ
る
人
が
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
て
、
普
段

か
ら
付
き
合
い
が
あ
れ
ば

何

か
あ
っ
た
ら
う
ち
の
お
ば
あ
さ

ん
、
車
い
す
に
乗
せ
て
連
れ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い

と
隣
近
所

に
頼
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
長

助
け
合
う
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
知
り
合
い
の
関

係
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
。河

田

親
子
の
縁
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
縁
、
職
場
の
縁
を

重
ね
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
ん
で

す
。市

長

災
害
発
生
時
に
ど
う

対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
、
住
民

同
士
で
地
域
の
ル
ー
ル
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と

が
、
共
助
の
基
礎
に
な
り
ま

す
。河

田

時
間
が
か
か
っ
て
も

い
い
か
ら
、
自
分
た
ち
で
汗
を

流
し
て
決
め
る
。
行
政
は
そ
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
だ
と
考
え
る

と
い
い
で
し
ょ
う
。

市
長

市
は
、
防
災
出
前
講

座
を
開
い
た
り
、
関
西
大
学
に

も
協
力
を
い
た
だ
い
て
地
域
の

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
手
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
ね
。

河田惠昭（かわたよしあき）さん
大阪府出身。関西大学社会安全学部教授・社会安
全研究センター長、京都大学名誉教授、人と防災
未来センター長。東日本大震災復興構想会議委員。
内閣府 南海トラフ巨大地震対策検討ワーキング
グループ 主査、大阪府 南海トラフ巨大地震災
害対策等検討部会 部会長

市
長

市
は
１
月

日

に

直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
大
防

災
訓
練
を
、
あ
ら
た
め
て
実
施

し
ま
す
。
全
市
域
・
全
市
民
を

対
象
と
し
た
、
本
市
で
初
め
て

と
な
る
実
践
的
な
訓
練
で
す
。

河
田

地
域
の
住
民
や
、
小

・
中
学
生
、

に
も
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
地

域
の
絆
が
強
ま
り
ま
す
。

市
長

自
助
・
共
助
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大

き
な
目
的
な
の
で
、
事
前
準
備

も
含
め
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

河
田

行
政
が
す
べ
て
や
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
住
民

が
自
分
自
身
で
決
め
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
今
一
度
、
個
人

個
人
が
自
分
の
た
め
に
、
す
べ

き
こ
と
を
探
し
て
み
る
良
い
機

会
で
し
ょ
う
。

市
長

災
害
は
い
つ
、
ど
こ

で
起
こ
る
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
ど
う
自
分
や
家

族
を
守
る
の
か
、
ど
う
生
き
延

び
る
の
か
を
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民
の
皆

さ
ん
に
訓
練
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
、
防
災
へ
の
気
付
き
や

備
え
へ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
高
槻
の
防
災
力

を
高
め
て
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市全域大防災訓練

１／ 午前 時
正 午

市は１月 日 午前
時 正午に、 市制施行
周年記念・高槻市全域
大防災訓練 を再実施し
ます。市民の皆さんは、
事前に避難経路を考え、
当日は近くの避難所へ向
かってください。
※雨天決行。ただし、午
前６時時点で気象警報の
発令や災害が発生してい
る場合などは中止
問合先 危機管理室
（ ・ ）

河
田

東
日
本
大
震
災
で
の

発
見
は
、
中
学
生
が
大
き
な
戦

力
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市
長

体
力
面
で
は
、
も
う

大
人
で
す
か
ら
ね
。

河
田

宮
古
市
田
老
地
区
で

の
話
で
す
が
、
防
潮
堤
よ
り
海

側
に
、
保
育
所
が
あ
っ
た
。
地

震
後
、
園
児
ら
は
何
と
か
山
を

背
に
し
た
中
学
校
へ
避
難
し
た

が
、
そ
こ
で

津
波
だ

と
い

う
声
が
あ
が
っ
た
。
す
ぐ
校
庭

を
越
え
山
へ
逃
げ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
津
波
と
が
れ
き
が

押
し
寄
せ
る
中
、
そ
れ
を
見
た

中
学
生
が
園
児
を
抱
き
抱
え
た

り
、
お
ん
ぶ
し
て
走
り
、
避
難

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
園

児
ら
は
山
の
急
斜
面
が
上
れ
な

い
。
そ
こ
で
中
学
生
た
ち
は
、

急
斜
面
に
立
っ
て
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
の
よ
う
に
園
児
ら
を
高
台

へ
上
げ
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で

全
員
が
無
事
避
難
で
き
ま
し
た
。

市
長

言
わ
れ
て
や
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
。
自
分
た
ち
の
判
断

で
動
い
て
く
れ
た
ん
で
す
ね
。

河
田

防
災
で
、
子
ど
も
は

と
て
も
重
要
。
カ
ギ
に
な
る
存

在
な
ん
で
す
。

市
長

戦
力
と
し
て
も
重
要

だ
し
、
今
後
地
域
を
背
負
っ
て

い
く
人
材
と
し
て
も
大
切
。
市

で
は
、
小
・
中
学
校
の
防
災
教

育
で
、
避
難
訓
練
や
地
元
の
人

の
体
験
談
を
聞
く
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
田

小
・
中
学
校
の
防
災

訓
練
に
地
域
の
人
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
り
、
文
化
祭
に
近
所

の
高
齢
者
を
呼
ぶ
と
、
地
域
の

絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
学
校
の
防
災
訓
練

で
、
身
に
付
け
た
い
ス
キ
ル
を

学
年
ご
と
に
設
定
し
て
、
そ
れ

に
向
け
て
一
つ
ず
つ
進
ん
で
い

く
と
い
う
の
も
い
い
。

市
長

毎
年
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
け
ば
、
防
災
の
大
き
な

戦
力
に
な
り
ま
す
ね
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
み
ん
な
が

防
災
の
意
識
や
知
識
を
高
め
て

地
域
の
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
、
共
助
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
減
災
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

子
ど
も
た
ち
は
防
災
の
カ
ギ

バケツリレーの訓練に取り組む
中学生。未来を担う地域の宝で
す（平成 年８月、市防災訓練
で）

避難の訓練（平成 年８月、市避難の訓練（平成 年８月、市
防災訓練で）防災訓練で）
市内で起こった水害（平成 年市内で起こった水害（平成 年
８月、野見町）８月、野見町）
阪神・淡路大震災（平成７年）阪神・淡路大震災（平成７年）
はにたんが目印の防災ノートはにたんが目印の防災ノート
東日本大震災で津波にあった漁東日本大震災で津波にあった漁
港（平成 年、宮古市田老地区。港（平成 年、宮古市田老地区。
写真は 消防科学総合センター写真は 消防科学総合センター
提供）提供）

市
長

地
震
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
高
槻

で
は
風
水
害
へ
の
対
応
も
差
し

迫
っ
た
問
題
で
す
。

河
田

地
震
は
突
然
襲
っ
て

く
る
た
め
事
前
避
難
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
風
水
害
は
早
期
避
難

で
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

市
長

市
で
は
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
や
台
風
で
、
浸
水
被
害
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
淀
川
が
増
水

し
た
際
に
現
場
を
見
ま
し
た

が
、
あ
ら
た
め
て
危
機
感
を
覚

え
ま
し
た
。

河
田

淀
川
が
氾
濫
（
は
ん

ら
ん
）
し
た
場
合
、
高
槻
の
被

害
は
非
常
に
大
き
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
避
難
先
を
し
っ
か
り

考
え
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

市
長

か
つ
て
は
多
く
の
自

治
体
で
避
難
勧
告
の
発
令
基
準

が
あ
い
ま
い
な
状
況
で
し
た
。

高
槻
市
で
は
平
成

年
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
他
都
市
の
状

況
か
ら
、
実
際
に
避
難
す
る
人

は
２
割
程
度
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
き
な
課
題
で
す
。

河
田

勇
気
を
持
っ
て
逃
げ

て
く
だ
さ
い
。
民
主
主
義
は
自

己
責
任
が
原
則
で
す
。
以
前
イ

ギ
リ
ス
で
宿
泊
し
た
と
き
、
午

前
５
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
の
非
常
ベ

ル
が
鳴
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
ま
ず
間
違
い

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
と
き
は
、

人
居
た
宿
泊
客
全
員
が
逃
げ
た

ん
で
す
。
裸
足
で
バ
ス
タ
オ
ル

１
枚
の
人
も
い
ま
し
た
。
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
意

識
が
根
付
い
て
い
る
ん
で
す
。

市
長

早
期
避
難
の
た
め
市

で
は
、
防
災
行
政
無
線
（
パ
ン

ザ
マ
ス
ト
）
で
の
呼
び
掛
け
を

は
じ
め
、
防
災
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
運
用
な
ど

複
数
の
手
段
で
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
発
令
が
あ
っ

た
ら
、
身
を
守
る
対
応
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

河
田

ま
ず
大
切
な
の
は
自

助
で
す
。
避
難
勧
告
な
ど
は
、

自
分
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
だ

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
。
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ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
は
１
月

日

は
休
館
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、

高
槻
駅
前
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
市
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
館
内
に
あ

る
す
べ
て
の
受
付
窓
口
は
閉
庁

し
ま
す
。
４
月

日

の
会
議

室
な
ど
の
申
し
込
み
・
７
月

日

の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
申

し
込
み
は
１
月

日

に
行
い

ま
す
。

大
阪
労
働
局
が
妊
娠
・
出
産

・
育
児
休
業
時
の
会
社
と
の
ト

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

１
月

日
休
館

１
月

日
休
館

妊
娠
・
育
休
ト
ラ
ブ
ル

妊
娠
・
育
休
ト
ラ
ブ
ル

無
料
電
話
相
談

無
料
電
話
相
談

ラ
ブ
ル
な
ど
に
つ
い
て
無
料
で

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時

１
月

日

午
前
９
時

午
後
５
時

相
談
電
話

０
１
２
０
・

・

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

問
合
先

大
阪
労
働
局
（

・
６
９
４
１
・
８
９
４
０
）

献
血
（
体
重

以
上
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

時
間
は
午
前

時

正
午
、
午

後
１
時

４
時

分
で
す
。

日
程
・
会
場

１
月

日

市
役
所

日

・

日

、

２
月
３
日

ミ
ン
グ
・
阪
急

高
槻

問
合
先

市
献
血
推
進
協
議
会

（

・
７
１
６
３
）

傍
聴
希
望
者
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
開
発
審
査
会
】
１
月

日

午
後
２
時
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー

６
階
会
議
室
で
。
審
査
指
導
課

（

・
７
５
６
７
）

１
月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
同
館
（

・
１
６

７
１
）
で
。
ゲ
ー
ム
大
会
、
出

前
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
そ
う
べ
え
、

工
作
な
ど
。
次
の
催
し
は
い
ず

れ
も
午
前

時

時
、
申
し

富
田
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

富
田
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

込
み
が
必
要
。

【
ス
ペ
ラ
ン
ツ
ァ

大
阪
高

槻
サ
ッ
カ
ー
教
室
】
対
象
は
４

歳

小
学
生
。
申
込
順

人

【
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
に

挑
戦
】
対
象
は
小
学
生
（
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
。
申

込
順

人
。

円

【
体
育
あ
そ
び
リ
ト
ミ
ッ
ク
】

１
歳
６
カ
月

就
園
前
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組

１
月

日

午
前

時

午

後
３
時
に
同
館
（

・
３
３

３
１
）
で
。
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド

演
奏
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、出
前

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
そ
う
べ
え
な
ど
。

【
パ
ソ
コ
ン
す
る
な
ら
今
で
し

今
城
塚
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

今
城
塚
公
民
館
こ
ど
も
ま
つ
り

ょ
う
】
対
象
は
小
・
中
学
生
。

先
着

人

【
お
は
な
し
会
と
手
作
り
お
も

ち
ゃ
】
対
象
は
１
歳

小
学
生

と
そ
の
保
護
者
。
先
着
各

組

（
全
３
回
）

【
技
あ
り

竹
で
凧
作
り
】
対

象
は
小
学
生
以
上
（
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）
。
先
着

人
。

円

２
月
１
日

午
後
１
時

４

時

作
品
展
示

２
日

午
前

時

午
後
４
時

舞
台
発

表
、
作
品
展
示
。
い
ず
れ
も
会

場
は
同
館
（

・
３
１
９

０
）
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

北
清
水
公
民
館

北
清
水
公
民
館

グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会

グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会

今
城
塚
古
代
歴
史
館
前

朝
市
朝
市

１
月

日

、
２
月
８
日

、
３

月
８
日

の
午
前
８
時

９
時

分

に
同
館
駐
車
場
で
。
野
菜
、
花
な
ど

の
販
売
。
な
く
な
り
次
第
終
了
。
甘

酒
・
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
も
あ

り
。
市
農
業
振
興
団
体
協
議
会
（
農

林
課
内

・
７
４
０
２
）
。

１
月

日

午
後
２
時

４

時
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１
階
展
示
ホ

ー
ル
で
。
出
演
は
噺
の
会
じ
ゅ

げ
む
。
先
着

人
。
無
料
。

１
月

日

、２
月

日

、

３
月

日

の
午
後
０
時

分

０
時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン

高
槻
市
民
寄
席

高
槻
市
民
寄
席

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

タ
ー
（

・
７
７
０
０
）
１

階
ロ
ビ
ー
で
。
無
料
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

１
月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
芝
生
図
書
館
（

・
７
４
０
１
）
で
。
佐
多
稲
子

著

哀
れ

ほ
か
。
朗
読
は
小

堂
文
子
さ
ん
ほ
か
。先
着

人
。

無
料
。

２
月

日

午
前

時

午

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

大
人
の
た
め
の
朗
読
会

男
性
料
理
教
室

簡
単
で
お
い

男
性
料
理
教
室

簡
単
で
お
い

し
い
お
も
て
な
し
料
理

し
い
お
も
て
な
し
料
理

後
２
時
に
城
内
公
民
館
で
。
講

師
は
市
栄
養
士
会
。
対
象
は
男

性
。

人
（
多
数
抽
選
）
。
千

円
。
申
し
込
み
は
１
月

日

日

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
、
同
会
（

、

・
６
１

４
３

相
澤
）
へ
。

２
月

日

午
前
９
時

分

午
後
０
時

分
に
消
防
本
部

で
。
修
了
証
の
発
行
あ
り
。
対

象
は
高
校
生
以
上
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
１
月

日

２
月
９
日

に
電
子

申
込
か
直
接
、
最
寄
り
の
消
防

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習

）

（
普
通
救
命
講
習

）

署
へ
。
中
消
防
署
（

・
７

９
９
４
）
。

２
月

日

午
前

時

正

午
に
春
日
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
で
。
講
師
は
マ
ジ
シ
ャ
ン

・
ア
ー
ラ
・
不
思
議
さ
ん
。
対

象
は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多
数
抽
選
）
。
１
人

円
。
申
し
込
み
は
１
月

日

日

に
電
子
申
込
か
直
接

ま
た
は
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど

も
の
名
前
・
学
校
名
・
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
春
日
青

親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室

身
近
な

親
子
マ
ジ
ッ
ク
教
室

身
近
な

物
で
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦

物
で
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク
に
挑
戦

少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（

・

９
６
０
４
、

・
９
６
０
５
）

へ
。１

月

日

日

の
午

前
９
時

午
後
４
時
（

日
は

午
後
０
時

分
ま
で
、

日
は

午
後
１
時

分
ま
で
）

同
校

（
富
田
町
一

・
２
８
３
６
）

２
月
１
日

日

小

寺
池
図
書
館
。
無
料
。

高
槻
支
援
学
校
作
品
展

高
槻
支
援
学
校
作
品
展

再生可能エネルギーの

普及動向と将来性
日時 ２月１日
午後１時 ３時
※無料
会場 クロスパル
高槻
講師 日本環境学
会・和田武さん
定員 先着 人
問合先 環境緑政
課（ ・ ）

服部図書館 開館記念講演会

世界を旅して世界を旅して
異文化に飛び込もう異文化に飛び込もう

総合センター１階ロビー
シャドーボックスを作る会作品展
１月 日 日
南冠絵画クラブ作品展
１月 日 ２月６日

高槻駅南側地下通路
墨翠会墨彩画展
１月 日 ２月３日
萩谷味舌工房教室陶芸展
１月 日 ２月３日

ミング・阪急高槻２階
ゆうの会新春絵画展
１月 日 日
野外スケッチ同好会展
１月 日 日
カメラクラブ高槻写真展
１月 日 日

生涯学習センター１階
エンピツ淡彩画サークル展
１月 日 日

クロスパル高槻７階
写友 絆 写真展
１月 日 日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

展示ホール展示ホール

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
１
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。

申
込
方
法

申
込
方
法

子子 育育 てて 支支 援援

ベビーマッサージ
１月 日 午前 時 分 時に
津之江さくら子育て支援センター
で。講師はセラピスト・赤沼裕美子
さん。対象は０歳の乳児とその保護
者。申込順 組。無料。申し込みは
１月 日 から電話で、同センター
（ ・ ）へ。

ベビーダンス
２月 日 午前 時 時 分に
阿武山たつの子子育て支援センター
で。講師は小林智鶴さん。対象は５
カ月 １歳６カ月の乳幼児とその保
護者。 組（多数抽選）。 円。申
し込みは１月 日（金・消印有効）ま
でに往復はがきに、講座名、住所、
氏名、子どもの名前（ふりがな）・生
年月日、電話番号を書いて、同セン
ター（〒 ・ 阿武野二丁目２番
１号 ・ ）へ。

各
利
用
時
間
帯
に
つ
き
大
人

円
（
小
・
中
学
生

円
）
の

個
人
利
用
券
が
必
要
。
弓
道
場

は
利
用
許
可
証
も
。
休
所
日
は

総
合
体
育
館

火
曜
日
（

日

は
開
館
）
と

日

、
古
曽

部
防
災
公
園
体
育
館

木
曜

日
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
休
所

日
以
外
利
用
可
。

【
総
合
体
育
館
】

◎
大
体
育
室

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館

２
月
の
個
人
利
用

２
月
の
個
人
利
用

７
日

・

日

・

日

の
午
前
９
時

正
午
（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ル

日

午
後
６
時

９
時

（
定
員

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト

ン

６
日

・

日

の
午
後

６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

５
日

午

前
９
時

正
午
（
定
員
は

人
）

◎
小
体
育
室
３

卓
球

休
所

日
以
外

◎
弓
道
場

日

午
前
９
時

午
後
５
時

分
と

日

午

後
１
時

５
時

分
と
休
所
日

以
外

【
陸
上
競
技
場
（
ト
ラ
ッ
ク
）
】

３
日

午
前
９
時

正
午
（
定

員

人
）

【
古
曽
部
防
災
公
園
体
育
館
】

◎
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

７
日

・

日

・

日

の

午
前
９
時

正
午
、

日

午

後
６
時

９
時（
定
員
各

人
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

３
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）
、
５
日

午

後
６
時

９
時
（
定
員

人
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

３
日

・

日

の
午
前
９
時

正
午

（
定
員
各

人
）

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
高
校
生
以
上
）

日

午
後
６
時

９
時
（
定

員

人
）

◎
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
・
中
学
生
）

日

・

日

の
午
後
６
時

９
時
（
定
員
各

人
）

日時 ２月 日 午後２時 ３
時 分 ※無料。手話通訳あり
会場 生涯学習センター２階多
目的ホール
講師 エッセイスト・たかのて
るこさん
定員 人 ※１月 日 か
ら市立各図書館、ミューズ子ど
も分室で整理券を配布
問合先 中央図書館（ ・
）

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

撮撮
影影
協協
力力

関関
西西
大大
学学
体体
育育
会会
馬馬
術術
部部

会会
場場
はは

高高
槻槻
現現
代代
劇劇
場場


